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1　は　じ　め　に

山形県におけるアールス系メロンの栽培は．9－10月に

出荷する地味でのハウス抑制栽培が主体となっている。

山形県は西南緩地に比較し，気温較差が大きい気象条件

にあることから∴糖度の安定した良品生産が可能である。

しかし，生育前半高温条件にあるため栽培管理がむずか

しく，特に水分管理が生育・果実品質にとって支配的要因

であることから．土壌水分のコントロールをどうするかが

重要なポイントになっている。

そこで，1988－1989年にかけて，品質のたかい果実を生

産するための潅水法を検討したので概要を報告する。

2　試　験　方　法

試験1　潅水時期の検討（1988年）

（1）供試品種　アールスクイーン

（2）処理方法　表1に示す

（3）栽培様式　ビニール被覆パイプハウスによる抑制栽培

（4）土壌条件　沖積上（細托褐色低地土）

（5）耕梓概要

1）播種；6月16日

2）定植；7月目口

3）栽植様式；うね幅2．7m，株間40cm．1条植

4）マルチ：シル′ヾ－ポリ1．35m，0．05mm厚

5）摘心．摘糞；摘心位置22節．下位2－3菜摘除

6）施肥星；アムス1号　N成分　5．0kg／a

苫t石決100kg／a

（6）テンシオメータの設置

：and）

した。測定は毎朝9時に行い，潅水の目安とした。

試験2　1回当り潅水星の検討（1989年）

（1）供試品種　試験1と同様

（2）処理方法　表1に示す

（3）栽培様式　試験1と同様

（4）土壌条件　試験1と同様

（5）耕種概要

1）播種；6月20日

2）定植；7月16日

3）栽植様式；試験1と同様

4）マルチ；試験1と同様

5）摘心，摘要；試験1と同様

6）施肥員；アムス1号　N成分　3．5kg／a

苦上石灰100kg／a

（6）テンシオメータの設置　試験lと同様

表1　試験区の構成
（試験1）

時

（試験2）

讃 1回当りの裡水屋活　 着　 開 花 4 ［】後
定 格 時　　 ～　　 ～ ネ ッ ト

摘　 心　 形 成 期

1 0 ，5 g／株　　 0 ．2　　　 0 ．4

2 0 ．5　　　　 0 ．4　　　　 0 ．4

3　試験結果及び考察

（1）潅水時期の検討（1988年）

ベット部分の株元から10cm離し．地表下10cm位置に設置　　生育は定植から摘心までの潅水開始点が低pFほど．全

表2　生育及び窒素吸収量（試験1）

時

期

8 ／ 6 （摘 心 時 ） 9 ／2 6 （収 穫 時 ） 摘 心 ま で

の 窒 素
吸 収 量

（kg ／

窒 素 全

吸 収 量

O a ）

草 丈　 葉 数 10 枚 日 伝 血 2 2 枚 日 伝血

区 名 色 ） （L l ヨ コ 葉 柄 長 ヨ コ　 葉 柄 長

1 1 26 ．8　 2 1 ．7 2 8 ．5　 2 0 ．3 3 5 ．5　 2 1 ．3 2 ．6 18 ．0

2 12 4 ．3　 2 1．3 2 8 ．6　 2 0 ．8 3 5 ．5　 2 0 ．3 2 ．7 1 6 ．9

3 1 14 ．0　 2 0 ．7 2 6 ．8 19 ．7 3 3 ．1　 2 1 ．5 2 ．3 15 ．1

4 ‖ 4 ．4　 2 0 ．8 2 6 ．8　 19 ．1 3 1．8　 1 9 ．3 2 ．2 13 ．6

5 10 0 ．9 19 ．6 25 ．3　 16 ．7 3 2 ．0　 1 9 ．4 2 ．1 14 ．3

6 10 4 ．9　 20 ．0 26 ．5　 17 ．1 1 3 2 ．5 1 9 ．3 2 ．1 14 ．0
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期間を通じて生育は旺盛で，草丈，葉数，糞の大きさ及び

窒素収量に顕著に現れていた。PF2．2－2．1の区では費柄

が長く，糞が大きいため下垂してしまい，受光体勢が大き

く劣っていた。

蓑3　果実品質（試験1）

また，ネット形成，果溝の発生，果梗長等から判断した

品質は，摘心までの潅水開始点が高pFで，同時に交配期

以降も高pFであるほど品質が高い傾向であった。

このことから摘心までの土壌水分の多少が生育及び果実

項 目

区 名

果 垂 糖 度 ネット ＊果溝 坤 乗梗 長

（g ） （B X O）　 （c m ）

等 級 e卿 署　 交
果　 配

節 付 日秀　 優　　 良　　 並　　 外

1 2，17 0 14．5　 1．4　 2．3　　 3．0 0　　 8．3 16．7　 16 ．7　 5 8．3 1 1．8　 8 ／7
2 2，19 0 14．3　 1．7　 2．2　　　 3．0 0　　 0　　 4 1．7　 3 3．3　 2 5．0 1 1．7　 8 ／7

3 2．0 3 0 14 ．2　 1．5　 2 ．3　　　 2．6 0　　 8 ．3　 2 5．0　 1 6．7　 5 0 ．0 1 1．9　 8 ／7

4 1．9 10 14．3　 1．7　 1．4　　　 2．6 0　 3 3．4　 2 5．0　　 8．3　 3 3．3 1 1．7　 8／7

5 1．9 5 0 14 ．5　 2．3　 1．4　　　 2．3 0　 2 5．0　 5 8．4　 8 ．3　 8 ．3 1 1．5　 8 ／8
6 2．0 2 0 13．6　 1．9 1．6　　 2．4 0　 5 0．0　 2 5ニ0　　 8 ．3　 16．7 1 1．9　 8 ／8

注．＊　ネット‥1（不良）～3（良）
綿果　溝：0（無）～3（深）

品質に大きく影響すると考えられた。

以上より，テンシオメータを使用した場合の潅水時期は

活着以降摘心まではpF2．6，支配以降ネット形成期までpF

2．7に達したときに漕水をするのが適当と考えられた。

（2）1回当り権水星の検討（1989年）

試験1の結果をもとに，活着から摘心まではpF2鼠開

花後4日からネット発生期まではpF2．7を潅水開始点とし，

1凶当りの潅水量を検討した。

その結果∴所着から摘心まで生帝は．1回の潅水貴が多

い区はど旺盛で草丈∴菜数，費の人ささとも優っていた。

収穫時の草姿は，株当り0．2g潅水の区が葉柄が斜立し，

受光体勢の点で優っていた。

果実品質では．果重，糖度とも処理による差はなかった

が．ネットの発生等を考慮した果実等級では　優晶以上で

蓑4　生育及び窒素吸収量

時期

区名

8／10 （摘心時） lP／2 収 穫時） 摘窒 窒吸
心素
ま吸 系収
で収

草丈　 葉数

10枚 日b d

葉数

全章平曙 叫

糞 葉
槙 幅　 柄 横 幅 柄 の量　 全量

¢m） （L ） 長 長 （kg／10 a ）

1 99．1 20．2 21．2 】6．2 22．5 29．1 19．1 3．76 14．95
2 116．4　21．7 21．7 17．6 22．1 32．0　2 1．5 4．0 1 15．83

表5　果実品質（試験2）

果 糖 ネ 果 果

重 度 ツ　 琵

等　 級 （％） 着

果
秀　 優　 良　 並　 外（g I 心r ） ト　溝 b畑 節位

1 2 ．3

1 1 ．7

1 ．5 7 1 3 ．6 2 ．2 0 ．8 2 ．0

1 ．6 0 1 3 ．6 2 ．1 0 ．7 2 ．1

1区が優った。

以上より，生育，果実品質から判断すると．活着から摘

心までは1回当りの潅水軌は株当り0．2β，それ以降ネッ

ト形成期まで0．4βが適当と考えられる。

4　ま　　と　　め

地床栽培における7一ルスクウィーンの高品質の果実生

産を可能とする水分管理を検討した。

沖積上では，テンシオメータ示度（地表下10cm）を目安

とした場合，活着後摘心まではpF2．6を潅水開始点とし，

1回の潅水軌は0．2g／株程度で，交配後ネット発生期ま

ではpF2．7を開始点とし，1回の潅水員は0．4β／株程度が

適当と考えられる。

また望ましい生育は，摘心時で草丈100cm．彙数20枚程

度で，その場合の全窒素吸収軌は14－15kg／10a程度であっ

た。
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